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地方自治体のWEB活用講座

情報発信とブランディングを見直す

「うどん県」というものをご存知でしょうか。これは香川県の取組で
すが、実際に香川県を訪れると「うどん」のお店が多く、身近に感じ
ることができます。こうして訪れた人々の頭には「また香川県に来て
みよう」ではなく「また香川県に来て、おいしいうどんを食べよう」
と記憶します。Webサイトでも同じことが言えます。つまり、Web 
サイトを訪れることが目的ではなく、Web サイトで何を得るのかが
目的になります。

実際に、うどん県のWeb サイトと香川県のWeb サイトを比較してみ
ると、次のようなことがわかります。うどん県のサイトは広告的な側
面が多くビジュアルイメージの印象が強いサイトに見えます。これに
対して、香川県のサイトは事務的な情報が並び、ビジュアルよりも文
字面が印象に残るサイトに見えます。これはそれぞれのサイトの目的
が大きく異なるため違った印象を与えているといえます。

同じ情報配信メディアとして利用するWeb サイトですが、うどん県は
「ブランディング」として、香川県は「広報」としての取組になるた
めです。ブランディングはファンづくりが使命なのに対して、広報は

情報発信が使命となります。自治体サイトの目的が、観光客を増やす
などを目的にしている場合、広報ではなく積極的にブランディングを
しなければならないことは自明です。
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うどん県 
http://www.my-kagawa.jp/udon-ken/

香川県 
http://www.pref.kagawa.jp/
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時間や使う人による必要な情報は異なる

震災後多くのWeb サイトでは「被災者へのお見舞い」に関する文面
を掲載していましたが、数日後その面影は薄くなり、通常の広告的側
面を多く持つサイトに戻ってしまいました。実際にGoogle で検索さ
れたキーワードの傾向がわかるGoogle トレンドで調べてみると、検
索キーワード「震災」での検索数の推移は、5月には３分の１以下に
なっています。

現在の自治体サイトを見ると、震災に関する新着情報が前面に掲載さ
れていますが、震災以外に提供している通常の情報が探しにくい要因
になってしまいます。時期や人によって必要な情報の重要さが異なる
のは、私たちの生活に関わるすべての物事にも共通しています。Web 
サイトで扱う情報も同様に、必要な時に必要な情報を取り出しやすく
する工夫が必要です。

情報設計という分野は「伝えたいことを受ける側に理解されやすいよ
うにする技術」としてWeb サイト構築には重要なスキルですが、自治
体サイトにもこの情報設計をする視点が必要になります。情報設計と
は、Web サイトのサイト構造パターンやナビゲーションシステム、画

面のUI デザインなどを「探しやすさ」、「見つけやすさ」に軸足を置
く設計方法を指します。問題解決のアプローチのためには「IA シンキ
ング」などの書籍が参考になります。
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UXハニカム構造（The User Experience Honeycomb） 
http://semanticstudios.com/publications/semantics/000029.php
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来てもらうのではなく出向く姿勢が重要
に

最近では、Google などの検索サイトから物事を探す行動よりもmixi 
などのソーシャルネットワークからリンクをたどる行動のほうが多い
と言われています。したがって、検索して訪れてもらう受身の姿勢か
ら、人々が集まる場所（ソーシャルネットワーク）に出向いて行動す
る姿勢が必要になってきています。

これはWeb サイトで例えると、検索エンジン対策を練るよりも、
人々の話題になるネタをたくさん提供することのほうに重きを置く考
え方です。つまり「仕組み」より「仕掛け」が重要になることを指し
ます。

さらに、その仕組みは世界共通のプラットフォームへと移ってきてい
ます。佐賀県武雄市が取り組んでいるFacebook ページへの移行で
す。これはこれまでの受身の考え方から人々が集まる場所に出向いた
結果の取組に見えます。

当然、ソーシャルネットワーク特有の機能も合わせ持つため、さまざ
まな活用方法が見いだせます。現在はWeb サイトを切りだして表示し

ているだけですが、Facebook の機能を使えば、ありとあらゆる利用
者に適した見せ方が可能になります。
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佐賀県武雄市のWebサイト 
http://www.city.takeo.lg.jp/
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使いやすさより役に立つかどうか

ユーザビリティを向上すれば使いやすくなる、というのはいかにも楽
観視が過ぎた見方ですが、「使いやすい」と感じるためには、単に
「使いやすさ」というよりも「アクセスしやすさ」や「見つけやす
さ」、「信頼しやすさ」などが関係してきます。つまり、自治体サイ
トの「使いやすさ」を向上するには、利用者の満足度を向上させない
限り難しいといえます。

情報にアクセスしやすくすることはもちろんですが、その情報が使え
る（理解できる）ことが最低限必要となり、最終的には利用者が役に
立つと思わなければ、いくらアクセスしやすく使えるようにしても何
の価値にもなりません。

たとえば、モバイルに関するページや電子申請のページが、トップ
ページで見つけられなければたどり着くことができないケースがあり
ます。

目的をとらえた情報設計で考えると、モバイルで利用する地図のペー
ジからもモバイル版へつなげるリンクを設けることや、電子申請が可

能な届出のページから直接リンクさせることが考えられます。このよ
うに、Web というメディアの特性を十分にふまえた情報設計が、自
治体における情報配信メディアとして活用する際の糸口になります。
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